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人 口 と 世 帯（令和 6 年 7 月１日現在）
総人口 15,326 人　（- 66）

男　性 7,579 人　（- 40）

女　性 7,747 人　（- 26）

世帯数 7,402 世帯（- 42）
（ ）内は前月比

　【８月の納税等】　※納期限および口座振替日は９月２日です。
　　町・県民税 ： ２期　　　　　　　　国民健康保険税 ： ２期
　　後期高齢者医療保険料 : ２期　　　介護保険料：３期

　
昭
和
43
年
9
月
に
発
行
さ
れ
た
「
広

報
と
ね
」
に
、「
涼
を
求
め
て
盆
踊
り 

円

明
寺
の
境
内
に
ぎ
わ
う
」
と
い
う
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
記
事
の
中
に
、「
立
木
は
も
と
よ
り
、

利
根
町
全
体
の
町
民
の
み
な
さ
ま
に
夏

の
夜
を
楽
し
く
涼
し
く
過
ご
し
て
い
た

だ
く
た
め
」
と
記
載
が
あ
り
、
当
時
か

ら
立
木
区
の
盆
踊
り
は
、
利
根
町
全
体

の
町
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
お
祭
り
で

あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
こ
の
記
事
か
ら
約
半
世
紀
、
現
在
も

な
お
地
元
の
人
に
支
え
ら
れ
、
立
木
の

盆
踊
り
は
続
い
て
い
ま
す
。
主
催
の
青

年
会
は
解
散
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
「
若わ
か
む
つ
か
い

睦
會
」
と
し
て
復
活
し
、

な
か
に
は
青
年
会
、
若
睦
會
と
親
子
二

代
で
参
加
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
昔

な
が
ら
の
太
鼓
演
奏
を
引
き
継
ぎ
、
今

も
伝
統
を
守
っ
て
い
る
力
強
い
太
鼓
が

立
木
盆
通
り
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
す
。

　
今
年
の
立
木
盆
踊
り
は
、
立
木
地
区

の
送
り
盆
に
合
わ
せ
て
、
8
月
15
日
㈭

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
盆
踊
り
の
ほ
か
、

か
き
氷
や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、

型
抜
き
の
出
店
を
は
じ
め
、
今
年
は
「
鯛

焼
き
屋
G
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
」
さ
ん
の
出
店
も

あ
る
そ
う
で
す
。
昨
年
大
好
評
だ
っ
た

ビ
ン
ゴ
大
会
も
あ
り
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
み
ん
な
で
楽
し
め
る
盆
踊
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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昭和43年
9月発行
広報とね

伝統ある地元の和太鼓を守り、継承する「若睦会」
20代から 40代の若衆たちが会場を盛り上げます
毎年恒例の若睦会によるかき氷の出店も大好評です

昨年の立木盆踊り会場の様子
たくさんの人が集まり、太鼓の櫓

やぐら
を囲うように、

踊り手の輪が 2つ出来ていました

立木盆踊りの詳細については、
上記QRコードより、若睦會の
インスタグラムをご確認ください


